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脆性-塑性遷移領域における花崗岩の変形:足助剪断帯からの知見
Deformation of granitoids in brittle-ductile transition: insights from the Asuke shear zone
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脆性-塑性遷移領域においては，マイロナイト，カタクレーサイト，シュードタキライトなどの種々の断層岩が形成さ
れ，これらを統合的に研究することは，内陸地震発生の素過程を理解する上で重要である．特に石英は，経験した温度，
圧力，応力に敏感に呼応して，剪断変形により，bulging，subgrain rotation, grain boundary migrationと異なった再結晶過
程を示すことが，古くからの変形実験において調べられてきた (Hirth and Tullis, 1992)．天然の系においては逆に，変形
実験からの結果を外挿することによって，上記のパラメーターを見積もることもしばしば成功を収めている (Jerabek et
al., 2007; Stipp and Tullis, 2008)．このことから，石英のテクスチャーを分析することによって，剪断変形時に経験した素
過程を構築できるであろう．合わせて，石英の塑性変形により形成されるすべり系も，変形条件の指標になり，古くか
ら天然，実験双方から研究されてきた (Passchier and Trouw, 1996; Toy et al., 2008にレビュー)．しかしながら，これまで
の天然の系における石英の再結晶過程および，そのすべり系に関する報告は，岩石の塑性変形が卓越する領域について
がほとんどであり，脆性-塑性遷移領域における，鉱物のテクスチャーに関する研究事例は少ない．
上記の点を受けて，本研究では脆性-塑性遷移領域である愛知県足助剪断帯に注目する．調査岩石は伊奈川花崗岩を母

岩石とし (金折ほか，1991;酒巻ほか，2006)，主要構成鉱物は石英，斜長石，カリ長石，角閃石，黒雲母である．基本的
に岩石はカタクレーサイト化しており，一部マイロナイト化していることが，肉眼で認められる．顕微鏡スケールでは，
2, 3 mm程度の大きな石英粒子近傍で 1 um以下の細粒な石英が確認される．斜長石，およびカリ長石は脆性破壊を受け
ているが，マイクロメータースケールの粒子も多く存在している．このような細粒化プロセスは上述したような動的再
結晶過程なのか (bulgingないし subgrain rotation)，クラック形成を伴うのか (Vernooij et al., 2006a)など様々に議論され
てきた．さらに，最近では Vernooij (2006b)は流体が関与することによって，溶液-沈殿機構が細粒化に一部寄与すると
報告している．また，石英のドフィーネ双晶の発達が動的再結晶を促す (Lloyd, 2004; Stipp et al., 2008)，または促さない
(Neumann, 2000)ことも議論の対象にある．このような石英の細粒化プロセス (動的再結晶，クラック形成，溶液-沈殿，
ドフィーネ双晶)および，すべり系は結晶方位定向配列 (CPO)やミスオリエンテーション軸に関する情報から議論するこ
とができる．よって，本研究では後方電子散乱回折法 (EBSD)を用い，細粒石英とホストの結晶との結晶方位関係を調べ
ることによって，脆性-塑性遷移領域で卓越する石英の細粒化機構について議論する．合わせて，電子顕微鏡観察による
マイクロスケールで石英表面を観察し，その形態から細粒化過程や流体の関与などについて，EBSDの結果と合わせて
議論する．このような石英の調査に加えて，長石の変形機構についても調査する．マイクロメータースケールの細粒粒
子とポーフィロクラストの組成を測定し，石英と同様に表面形態の観察と EBSDにより，細粒粒子の変形機構 (本変形条
件においては，粒界すべり，もしくは溶液-沈殿クリープの可能性)について議論する．
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